
No.

Date

2016年／カラー／／BDBD／／9292分分／／日本日本／／ドキュ
メンタリー

www.film-manabu.com/
www.film-manabu.com/

撮影・監督・語り撮影・監督・語り
:

太田直子太田直子
プロデューサー

:

田野稔田野稔
製作著作:

グループ現代グループ現代

助成助成::

文化庁芸術文
化振興費補助

金
文化庁芸術文

化振興費補助
金

学ぶことは楽しいですよ。
     知らないことだらけですもん。
知らないことだらけってことに
     今まで気づかずにきたんですよ、
                                                70過ぎまで。

上映会＆監督講演会10/6
2017年2017年

（金）

18：30～ 21：0018：30～ 21：00

立教大学ジェンダーフォーラム主催

立教大学
池袋キャンパス　
7号館　7102教室

立教大学
池袋キャンパス　
7号館　7102教室

お問い合わせ先　立教大学ジェンダーフォーラム
※お子様を連れてご参加を希望される方はこちらまでご相談ください 。
http://www.rikkyo.ac.jp/research/institute/gender/
TEL/FAX : 03-3985-2307    
E-mail : gender@rikkyo.ac.jp

【講師（監督）略歴】　
太田直子　（おおた・なおこ）1964 年生まれ。東京都立大学人文学部（教育学専攻）卒業後、高校非常勤講師や雑誌編集などの仕事を経て、映像制作に携わる。記録映画『月あかりの下で～ある定時制高校の記憶̃』（グループ現代2010）監督。新作『まなぶ 通信制中学 60 年の空白を越えて』（グループ現代　2017）が公開中。現在、週3日、一般社団法人彩の国・子ども若者支援ネットワーク非常勤職員として埼玉県内の子どもたちの学習支援に携わっている。　

戦後の混乱
期にさまざ

まな

事情により
義務教育を

受け

られなかっ
た高齢者た

ちが

通信制中学
に通う姿を

、5

年にわたり
記録したド

キュ

メンタリー
。

戦中戦後の混乱期、中学校3年間の義務教育が未修了となった人たちのために設置された中学校通信教育課程。現存する数少ない通信教育課程がある千代田区神田一橋中学校には、高齢の生徒たちが授業を受けにやって来る。毎月 2 回の休日、子や孫の年齢の先生たちから授業を受け、60 年ぶりの学校生活に戸惑いながらも、青春時代に帰る彼らの表情は学ぶ喜びに満ち溢れていた。夫や妻の介護、自身の病気を乗り越え、休み時間には、互いの家庭の事情を語り、笑いあう、そんな彼らの学校生活を通して、人生の終盤を迎えてもなお、人はなぜ学ぼうとするのかを探っていく。上映時間92分。

上映会後に映画の解説を含め
た 40 分程度のトークセッショ
ンを行います。その後、15 分
の質疑応答の時間を設ける予
定です。

入場無料・申込不要
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見城慶和
（えんぴつの会・元夜間中学教師・山田洋次監督映画『学校』主人公モデル）

撮影・監督・語り:太田直子
プロデューサープロデューサー: 田野稔田野稔
音楽: t & kプロジェクト

題字: 宮城正吉
協力: 東京都千代田区立神田一橋中学校

通信教育課程の生徒・卒業生・教職員のみなさん
製作著作製作著作: グループ現代グループ現代

助成: 文化庁芸術文化振興費補助金
20162016年年／／カラーカラー／／BDBD／／9292分分／／日本日本／／ドキュメンタリードキュメンタリー
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東京都千代田区立神田一橋中学校通信教育課程。大都会の片隅に、戦後の混乱期、義務
教育を受けられなかった高齢者たちが、青春を取り戻しにくる学び舎がある。人生の終盤を
迎えてなお、人はなぜ学ぼうとするのか。その意味を探して、5年の歳月を追ったドキュメンタリー。

「月ああかかりりの下での下で ある定時制高校の
記憶

ある定時制高校の
記憶」」のの

太田直子太田直子監監督最新最新作作
!!!!

監督 太田直子

通信制中学
（中学校通信教育課程）とは?

すすででにに人人生生のの経経験験をを積積ままれれ母母ととななりり祖祖母母ととななっったた人人たたちちがが、何何をを求求
めてなぜ学校に通うのか。何も知らなかった私は、そんな問いを
抱えながらカメラを持ち、学校に足を運びました。そして私自身が
生生徒徒の皆皆ささんんかからら学学んんだだ「「答答ええ」」ををままととめめたたのがが、今今回回の映映画画でですす。

新制義務教育制度の開始にともない、戦
中戦後の混乱期、中学校3年間の義務教
育が未修了の人たちのために、昭和23年
（1948）に全国の中学や高校に併設。
当初、80校を越えたが、現存するのは映画
の舞台、東京都千代田区神田一橋中学校
と、大阪市立天王寺中学校のみ。全教科
履修でき卒業証書を出しているのは、神田
一橋中学校ただ一つである。

会場：
立教大学池袋キャンパス
7号館 1階 7102 教室

立教大学池袋キャンパスへのアクセス（電車）
・池袋駅：JR各線・東武東上線・西武池袋線・東京メトロ丸ノ内線/有楽町
線/副都心線「池袋駅」下車。西口より徒歩約7分。

・要町駅：有楽町線/副都心線 要町駅6番出口より大学正門まで徒歩約6分
・椎名町駅：西武池袋線椎名町駅北口よりマキム門まで徒歩約12分


